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立憲４野党と市民協力前進を  

 市民連合 前原・枝野氏に要望書 
安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合（市民連合）は 25日、民進党代表選挙に立

候補している前原誠司、枝野幸男の両氏に対して要望書を提出しました。 

(1)市民連合と立憲４野党が確認した共有政策を発展させる 

(2)立憲４野党と市民の協力を前進させる―ことを求め、「新代表とともに総選挙に向けて、市民

と立憲４野党の共闘を深化させていきたい」、と要望しています。 

 要望書では、安倍政権に代わる国民本位の政権を樹立するために「安倍自民党との明確な対抗軸

を構築することが代表選挙の課題です」と指摘。安倍政権による憲法破壊を止め、安保法制や秘密

保護法、共謀罪の廃止をはじめ、生活者・働く者本位の経済・ 

社会政策への転換が急務だとして、市民連合と立憲４野党が４ 

月に合意した政策の基本枠組みを踏まえて発展させることを要 

望しています。 

 さらに、「広範な市民と立憲４野党の結集と協力なくして、安 

倍政治を終わらせ、『国民とともに進む政治』に転換することは 

できない」と強調。蓮舫代表時代に次の総選挙に向けた４野党の 

協力が合意されたことにふれ、「公党間の合意は新執行部でも尊 

重されなければなりません」とし、「2年余りの経験と実績を持つ立憲４野党と市民の結集を強固に

することが、安倍自民党に対する対抗勢力の構築に不可欠です」と訴えています。 

要望書提出後、市民連合の山口二郎（法政大学教授）、高田健（総がかり行動実行委員会）の両

氏が参院議員会館で記者会見しました。山口氏は、「野党第１党として、公党間の合意を尊重し、

市民の期待に応えてほしい」と語りました。代表選の結果にかかわらず、２年余りの野党と市民の

共闘の経験、実勢を踏まえてほしいとのべ、「どちらが新代表になっても、ともに政治を刷新して

いきたい」と話しました。 

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合（市民連合）が２５日に、民進党代表選挙の

候補者である前原誠司、枝野幸男の両氏に提出した要望書は次の通りです。 

民進党代表選挙に関する市民連合の要望書 

この度の民進党代表選挙に当たり、党の再建と日本の民主政治の回復のために立候補されたこと

について、深い敬意を表します。安保法制の廃止と立憲主義の回復を実現し、個人の尊厳を擁護す

る政治の求める全国各地の市民とともに、参議院選挙、さらに次の衆議院総選挙に向けて戦ってき

た私たち市民連合としても、この代表選挙が野党第一党、民進党のリーダーシップと政策を再構築

するための有意義な機会となるよう念願しています。 

代表選挙の候補者のお二人に、市民連合として二点要望を申し上げたいと存じます。 

１ 市民連合と立憲４野党が確認した共有政策を発展させる 

安倍政権に代わる国民本位の新政権を樹立するためには、野党第一党たる民進党が中心とならざ
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るを得ません。５年になろうとする安倍政権の失敗と罪を厳しく総括し、安倍自民党との明確な対

抗軸を構築することがこの代表選挙の課題です。 

何より重要なのは、安倍政権による憲法破壊を止め、日本を立憲主義、民主主義の国に戻すことで

す。安保法制、特定秘密保護法、共謀罪法の廃止は、民進党の国民に対する責務だと考えます。ま

た、国民生活不在のアベノミクスに終止符を打ち、生活者・働く者本位の経済・社会政策に転換す

ることも急務です。 

これらの課題について、今年４月に市民連合と立憲４野党が合意した政策の基本的枠組みを踏まえ

て、さらに発展させることを要望します。 

２ 立憲４野党と市民の協力を前進させる 

広範な市民と立憲４野党の結集と協力なくして、安倍政治を終わらせ、「国民とともに進む政治」

に転換することはできません。安保法制反対運動以来、立憲４野党は国会の内外で協力を重ね、民

主政治の危機を憂える市民の期待に応えてきました。蓮舫代表時代には次の総選挙に向けて４野党

が協力することも合意されています。公党間の合意は新執行部でも尊重されなければなりません。

そうした手続き論の次元だけではなく、市民の期待に応えるためにも、民進党が野党協力の先頭に

立つことが必要です。 

 次の総選挙が近づく中、今の民進党に何より必要なことは、日本の立憲主義と民主主義を取り戻

すための基本的な理念と方向性の確認です。２年余りの経験と実績を持つ立憲４野党と市民の結集

を強固にすることが、安倍自民党に対する対抗勢力の構築に不可欠です。 

民進党が新体制の下で結束を強化し、政治刷新の先頭に立つよう強く願っています。また、私たち

市民連合も、新代表とともに総選挙に向けて市民と立憲４野党の共闘を深化させていきたいと念願

しています。 

2017年 8月 25日 

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合 

各地のとりくみ 

新潟 憲法センターの代表者会議「秋からの安倍改憲阻止の総決起を！」 

 秋からの安倍改憲阻止の闘争方針を決定する「地域・団体代表 

者会議」が 8 月 21 日、新潟市で 50 人の参加で開催されました。 

団体や地域の代表者からの発言、「県 9 条の会」「県原水協」の特 

別報告を踏まえて、秋からの改憲阻止のたたかいの「3 つの課題」 

実践に取り組む事を全員一致で決定ました。「3 つの課題」とは、 

① 安倍政権退陣を真正面にすえた運動。野党統一候補の確立。② 

安倍改憲の本質をつかむ大学習運動。③自治体、行政区単位での共 

同行動を具体化し、統一戦線へと発展させる、です。 

県憲法会議の酢山省三事務局長も憲法会議が「素敵なパンフレットの作成中＜100 円＞」「憲法学習

会への講師派遣」に応えること、野党統一候補実現への市民連合＠新潟のとりくみを発言しました。 

 新潟の秋の集会 

〇9 月 3 日（日）14:00～16:00 朱鷺メッセ 2 階メインホールＡ 

   安倍改憲ＮＯ！県民学習会 「かってない共同で安倍改憲を阻もう」 

   講師 渡辺治氏（一橋大学名誉教授） 

〇9 月 19 日（火）18:15～集会 18:50～デモ  新潟駅南口広場 

〇11 月 5 日（日）木村早太氏を招いて 1000 人規模の学習会を開催。 

※来年 5 月 3 日の憲法市民集会の第 1 回目の実行委員会を 9 月に開催予定。 
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安倍 9条改憲阻止に向けたたたかいの力に！ 

憲法会議 パンフレット「憲法 9条を変えて、『戦争する自衛隊』にしていいのですか」発行へ 
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※8 月 31 日発行ですが、申し込みを受け付けます。また、他部数の割引もあります！ 


